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発光遺伝子 を利用 した変異原性物質検出技術の 開発

　　　　　　　　　　　　　　　　（粟田工 業）O 水本正浩、中村 寛治

【目的】変異原性物質の 多 くが発 ガ ン性物 質 で ある こ とが判明 する に つ れ て 、環境中の

変翼 原 性 を調 べ る こ とが 安全性 評価の 重要 な項 目の
一

つ に な り つ つ あ る 。 本研 究 は

SOS 遺 伝子 と発光 遺伝子 か らなる 融 合選 伝子 を利用 し て、簡便、高感 度な変異原性物

質検出法を開発す る こ とを目的 と して い る 。

【方法及び 結果】変異原性物 質感知遺 伝子 と して pKH502 プラス ミ ド（ATCC37293 ）よ り

εsch

’
eiichia　coti 由来の recA プ ロ モ

ー
タ

ー ・オ ペ レー
タ
ー部位 、発光遺伝子 と して Vibr’o

harveYi（ATCC33843 ＞染色体 DNA よ りiuxABを取 得 し 、 両遺 伝子 か らなる融 合遺伝子 を

作成 した 。 こ の融 合遺伝子 を倉 むプラ ス ミ ドを導入 した E．coii 　MC 　1　061 を使用 して変異

原 性 試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 変異原 性 物 質（Mitomycin　C ，
　 Methyl　methanesuif ◎nate，

4−Nitroquinoline−1−oxide ）濃度 に 依存 した発 光量 の 増加 が確認 さ れ た が 、十分 な感度 を

得る こ と はで きなか っ た。 そこ で SOS 遺 伝子の オペ レ ー
タ
ー
部分の コ ン セ ンサ ス シ

ー

ク エ ン ス （20塩 基対）を含 む52塩基対よ りなる DNA 鎖 を合成 し 、 変異原性 物質感知遺

伝子 と し て 使用 した結果 、よ り高 い 検 出感度 を得 る こ とが で き た 。 な お 、現在 まで に t4

種類 の変異原性物質に 対 して賍存法に 匹敵する感度が得 られて い る 。
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736　　　　ビフ ィズス菌増殖健進効果を有する天然ゴム樹液成分の 解析

　　　　　　O 笈木宏和、園元謙二 、石崎文彬 （九大 ・農 ・食化工 〕

、1 ）目的　演者等は、豊富な未利用資源と して天然ゴム 樹液からラテ ッ ク ス を分離
した後の母液

’
（N註tUral　Rubber　SerUm

、
　 N　R　S ｝を粉末化したもの （NRS 　 Pσwcier、

NRSP ）が種 の々 ビ フ ィ ズス菌に対 して顕著な増殖促進 効果 を示す こと を明 らか

に した 1）。また， 最近では ドイツの ビフ ィズス ミル ク等に代表されるヨークル トや

発酵飲稗等に多 く使用 される8螢 面 諏 α捌 0血 bmudum に対する効果につ い て詳しく

解析 し、 NRSP 中の増殖促進物質を特定する ための合成培地を開発 した 2｝
。 今回 、

その増殖櫪進物質の精製を試みたg

2）方法譌よび結果　各種ア ミノ酸、核酸 、ビタミン を含み 、 増殖促進因子を含ま

ない合成培地を改良 して 、NRSP に よる増殖健進効果の指標培地として用いた e 限
外ろ過の鞐黒 有効成分に牙子量1000程度の物質と確誌 された。 そこで数種類の ゲ
ル ろ過担体を用いてグル ろ過を行い 、各画 分の 増殖促進活性の 検討を行 っ た。その

結果
・
．い くつ かの 活性画 分を得る こ とがで きた 。 さらに疎 水クロ マ トグラフ 1　一・等

の 操作によ り凍なる精製 を試みた。
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